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つ
い
て
具
体
的
に
示
し
た
も
の

で
、市
の
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。

敦
賀
市
に
お
け
る
総
合
計

画
の
ス
タ
ー
ト
は
、
昭
和
43
年

３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
振
興
計

画
」
で
す
。
そ
の
計
画
は
、
将

来
都
市
像
を
「
明
る
い
豊
か
な

福
祉
都
市
」
と
定
め
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
数
え
て
六
回
目
で

あ
る
現
在
の
計
画
は
、
平
成
９

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

将
来
都
市
像
を
「
世
界
と
ふ
れ

あ
う
港
ま
ち
・
魅
力
あ
ふ
れ
る

交
流
都
市
　
敦
賀
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に

は
、
市
民
の
生
活
環
境
や
地
域

経
済
の
発
展
、
福
祉
や
教
育
の

充
実
な
ど
、
多
く
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
も
が
安
心
し
て
住
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
と
、
調
和
の
取
れ

た
活
力
あ
る
ま
ち
「
敦
賀
」
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
計
画
が
、

「
敦
賀
市
総
合
計
画
」
で
す
。

敦
賀
市
総
合
計
画（
基
本
計

画
）は
、お
お
む
ね
五
年
間
の
計

画
と
し
て
、
す
べ
て
の
分
野
に

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
三
つ

の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
は
、
基
本
計
画

の
三
期
に
当
た
る
も
の
で
、
本

市
の
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像

や
将
来
人
口
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
た
第
五
次
敦
賀
市
総
合
計

画
基
本
構
想
（
目
標
年
次
　
平

成
22
年
）
に
基
づ
い
て
、
各
部

門
ご
と
の
施
策
や
事
業
を
具
体

的
に
定
め
た
も
の
で
す
。

今
後
、
今
回
策
定
さ
れ
た
基

本
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、
向
こ
う

三
年
間
の
事
業
計
画
で
あ
る
実

施
計
画
を
策
定
し
、
予
算
の
指

針
と
し
ま
す
。

今
回
の
計
画
は
、「
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
な

っ
て
、
よ
り
良
い
敦
賀
の
創
造

に
向
け
て
進
ん
で
い
く
た
め
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
作

っ
た
計
画
と
な
る
た
め
に
、
ま

ず
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
充
実
や

直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

な
ど
、
広
く
意
見
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

ま
た
学
識
経
験
者
や
関
係
団

体
、
企
業
、
市
民
公
募
な
ど
、

37
人
で
構
成
さ
れ
た
「
敦
賀
市

総
合
計
画
審
議
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

審
議
会
は
、
昨
年
度
に
行
わ

れ
た
16
回
の
審
議
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
や
立
場
か
ら
幅

広
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
は
ど

ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

総
合
計
画
は
、
敦
賀
市
が
こ

れ
か
ら
進
ん
で
い
く
道
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
素

朴
に
考
え
て
い
る
こ
と
、
例
え

ば
敦
賀
市
の
福
祉
や
教
育
、
子

育
て
環
境
な
ど
、
こ
れ
か
ら
敦

賀
市
が
取
り
組
む
方
向
や
事
業

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
に
は
、
今
回
策
定

し
た
基
本
計
画
の
一
部
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
計
画
に
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
冊
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

基
本
計
画
の
冊
子
は
、
図
書

館
や
各
公
民
館
に
配
付
し
、
各

区
長
さ
ん
に
も
お
配
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ま
た
敦
賀
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
基
本
計
画
の
概
要
に
つ

い
て
、
出
前
講
座
と
し
て
職
員

が
直
接
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
企
画
調
整
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

敦賀市総合計画審議会の様子

第
五
次
総
合
計
画（
第
三
期
基
本
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
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今
回
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画

は
、
ど
ん
な
内
容
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
中
身
に
つ

い
て
、一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

計
画
は
、
敦
賀
市
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
に
、
各
分
野
別
に
系

統
的
に
五
章
に
分
け
て
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
章
は
、
市
街
地
整
備
、

港
湾
整
備
、
土
地
利
用
、
交
通

体
系
、
情
報
基
盤
の
分
野
に
つ

い
て
表
し
て
い
ま
す
。

記
載
さ
れ
て
い
る
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

敦
賀
駅
舎
の
再
整
備

「
港
ま
ち
　
敦
賀
」
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
「
賑
わ
い
交

流
拠
点
」
と
し
て
、
駅
舎
を
改

築
し
ま
す
。
新
駅
舎
は
、
歴
史

と
未
来
が
感
じ
ら
れ
る
明
る
い

開
放
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま

す
。（「

市
街
地
整
備
」
に
掲
載
）

周
辺
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る

幹
線
道
路
の
整
備

周
辺
市
町
村
と
の
連
携
強

化
、市
街
地
内
の
交
通
混
雑
の

緩
和
等
を
図
る
た
め
、次
の
幹

線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
ま

す
。

○
国
道
８
号
敦
賀
バ
イ
パ
ス
の

早
期
整
備

○
国
道
27
号
金
山
バ
イ
パ
ス
の

全
線
４
車
線
化

○
国
道
８
号
、
１
６
１
号
の
道

路
環
境
、
機
能
向
上

○
国
道
４
７
６
号
の
道
路
改
良

○
国
道
８
号
と
国
道
４
７
６
号

を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
○
敦
賀
市
山
〜
滋
賀
県
高
島
市

マ
キ
ノ
町
間
の
県
道
認
定

（「
交
通
体
系
の
整
備
」
に
掲
載
）

こ
の
章
は
、
住
宅
、
生
活
環

境
、
自
然
環
境
、
上
下
水
道
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
分

野
に
つ
い
て
表
し
て
い
ま
す
。

記
載
さ
れ
て
い
る
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
整
備

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
拠
点
と

す
る
た
め
、
減
容
・
資
源
化
・

展
示
室
・
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等

を
備
え
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

（「
廃
棄
物
処
理
」
に
掲
載
）

防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備消

防
防
災
館
（
仮
称
）
に
総

合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
、
防
災
関
連
情
報
を
統
括
的

に
表
示
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

避
難
措
置
な
ど
を
円
滑
に
行
い

ま
す
。

（「
防
災
」
に
掲
載
）

数
値
目
標

整
備
済
み
の
公
園
の
割
合
を

現
在
の
65
・
４
％
か
ら
72
・

３
％
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

（「
居
住
環
境
の
整
備
」
に
掲
載
）

こ
の
章
は
、
高
齢
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
医
療
、
社
会
保
障
、

市
民
生
活
相
談
の
分
野
に
つ
い

て
表
し
て
い
ま
す
。

記
載
さ
れ
て
い
る
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

保
育
内
容
の
充
実

延
長
保
育
や
休
日
保
育
な
ど

の
特
別
保
育
事
業
を
実
施
す
る

保
育
園
を
拡
充
し
、
保
護
者
の

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

（「
児
童
福
祉
」
に
掲
載
）

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
啓
発
活
動

禁
煙
指
導
や
楽
し
く
み
ん
な

で
取
り
組
め
る
「
ダ
ン
ベ
ル
体

操
」
な
ど
を
通
し
て
、
介
護
予

防
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
つ
な
げ
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

（「
保
健
」
に
掲
載
）

数
値
目
標

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
設

箇
所
を
現
在
の
84
箇
所
か
ら
90

箇
所
に
引
き
上
げ
ま
す
。

こ
の
章
は
、
工
業
、
貿
易
・

流
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
、

観
光
、
農
林
漁
業
の
分
野
に
つ

い
て
表
し
て
い
ま
す
。

記
載
さ
れ
て
い
る
主
な
事
業

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

港
周
辺
の
整
備

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
博
物
館
な

ど
、
レ
ト
ロ
建
築
を
活
か
し
た

港
の
修
景
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
空

間
の
魅
力
を
演
出
し
ま
す
。

（「
観
光
の
振
興
」
に
掲
載
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
親
し
み
、
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

（「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
振
興
」

に
掲
載
）

数
値
目
標

敦
賀
市
産
業
団
地
の
売
却
済

み
面
積
を
現
在
の
29
・
13
％
か

ら
１
０
０
％
に
し
ま
す
。

こ
の
章
は
、
学
校
教
育
、

青
少
年
健
全
育
成
、
生
涯

学
習
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

交
流
の
分
野
に
つ
い
て

表
し
て
い
ま
す
。

記
載
さ
れ
て
い
る
主

な
事
業
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

児
童
・
生
徒
の
意
欲
を

育
て
る
教
育
の
推
進

２
学
期
制
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
と

教
職
員
が
じ
っ
く
り
と
向
き
合

い
、
豊
か
な
心
や
生
き
る
力
を

高
め
な
が
ら
学
力
向
上
を
目
指

す
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

（「
学
校
教
育
」
に
掲
載
）

各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
育
成

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
育
成
強
化
を
通
じ
て
、
地

域
単
位
で
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に

努
め
る
と
と

も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

（「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
」
に
掲
載
）

こ
の
ほ
か
、
こ
の
計
画
推
進

の
た
め
の
分
野
と
し
て
、
市
民

参
画
、
男
女
共
同
参
画
社
会
、

行
財
政
、
広
域
連
携
の
分
野
に

つ
い
て
表
し
て
い
ま
す
。

計計
画画
のの
概概
要要

第
一
章
（
都
市
基
盤
整
備
）

人
が
集
う
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

第
二
章
（
生
活
環
境
関
係
）

快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り

第
三
章
（
健
康
福
祉
・
衛
生
関
係
）

ふ
れ
あ
い
と
温
も
り
の
あ
る
都
市
づ
く
り

第
四
章
（
産
業
・
観
光
関
係
）

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り
　

第
五
章
（
教
育
・
文
化
関
係
）

人
を
育
み
、
文
化
を
創
る
都
市
づ
く
り

第第
一一
章章
　　
人人
がが
集集
うう
、、
魅魅
力力

ああ
るる
都都
市市
づづ
くく
りり

第第
二二
章章
　　
快快
適適
にに
暮暮
らら
せせ
るる

都都
市市
づづ
くく
りり

第第
三三
章章
　　
ふふ
れれ
ああ
いい
とと
温温
もも
りり
　　

のの
ああ
るる
都都
市市
づづ
くく
りり

第第
四四
章章
　　
活活
力力
とと
にに
ぎぎ
わわ
いい
のの

ああ
るる
都都
市市
づづ
くく
りり

第第
五五
章章
　　
人人
をを
育育
みみ
、、

文文
化化
をを
創創
るる

都都
市市
づづ
くく
りり

ライトアップされた赤レンガ倉庫
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今
年
度
は
、
４
月
に
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
、
政
策
的
な
判
断
が
行
い
に
く

い
場
合
な
ど
に
、
必
要
最
小
限
の
経
費
を
計
上
す
る
骨
格
予

算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
直
流
化
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
推
進
や
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
環
境
の
整
備
、
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
・
福
祉
環
境
の
充
実
な
ど
に
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

快適に暮らせる都市づくり

人を育み、文化を創る都市づくり

★人道の港敦賀事業費 １,３２６千円

★さくらの里整備事業費 ６,５００千円

人が集う、魅力ある都市づくり

★駅西地区土地区画整理事業費 １４６,３０６千円

ふれあいと温もりのある都市づくり

活力とにぎわいのある都市づくり

消防防災館（仮称）整備事業費 ５８２,５６３千円

金ヶ崎緑地公園の大和田別荘内における「人道の港　敦賀」パネル展の常設展示に向け、企
画・設計を実施します。

総合運動公園において、行政と市民の協働により桜の木を植樹し、桜と親しむ空間を創出し
ます。

ＪＲ敦賀駅周辺整備構想に基づき、駅西側の土地区画整理事業を実施します。

災害発生時における的確な情報の収集・伝達および応急対策活動の拠点施設として、消防指
令室、防災会議室などを備えた消防防災館（仮称）を建設します。（平成19年11月末完成予定）

★住宅・建築物耐震改修等事業費 ５,０００千円
住宅・建築物の耐震化率向上等を目指す耐震改修促進計画を策定し、民間住宅・建築物の地
震に対する安全性の向上を図ります。

★橋りょう診断業務委託料 ２,０００千円
橋りょうの老朽化対策として、市道にかかる長さ20ｍ以上の橋りょうについて耐久性などの
診断を行います。

災害時要援護対策等推進事業費 ５,８８９千円
ひとり暮らし高齢者や障害者等災害時要援護者を、地域ぐるみで避難支援する体制を整えます。

放課後児童健全育成事業費 １５,９９２千円
昼間保護者がいない家庭の小学校低学年児童を対象に児童クラブを設置し、遊びを通した指
導により児童の健全育成を図ります。（平成19年度は黒河児童クラブ、第２粟野南児童クラブを
新設）

不妊治療費補助金 １０,０００千円
医療保険が適用されず、高額の医療費がかかる不妊治療に要する費用に対して助成し、不妊
治療の経済的負担の軽減を図ります。

農地・水・農村環境保全向上活動支援事業費 ３,９７０千円
農地や農業用水等の保全管理を地域共同で行い、農地・水・環境の良好な保全と質的向上を
図ります。

公有水面埋立事業費 １２３,４９３千円
水産卸売市場建設を行うために、現市場前面の船溜部分（公有水面）の一部を埋め立てます。

（平成19年11月末完成予定）

★企業立地補助金 ２７９,０６７千円
敦賀市産業団地への企業立地を促進するために、進出企業に対し、用地取得費等に対する補
助金を交付します。

★学校給食アレルギー対策事業費 １,４９４千円
食物アレルギーを持つ児童・生徒が、楽しい学校生活を送れるよう、学校給食における対応
策等を検討します。

★いじめ１１０番相談員配置事業費 ２,３２３千円
ハートフルスクールに「いじめ１１０番」専用の電話を設置し、相談員による電話相談や支
援活動を通じて、いじめの早期発見、早期対応、未然防止を図ります。

★山車水引幕復元新調事業補助金 ２２,８９０千円
市指定文化財である山車の水引幕において、経年による傷みが激しいため、同水引幕の復元
新調を行います。

庁舎や財産の管

理、市の内部管理の

ために

市債の元金、利子

の支払いのために

商工業や観光の振

興のために

火災・救急・救助

業務などのために

農業や林業、水産

業の振興のために

議会の活動のため

に

勤労者のための施

設の運営や金融対策

などの

ために

予算外の支出など

の備えのために

問合せ　財政課　蕁２２ー８１０４
※一般会計の予算額を平成19年3月30日現在の敦賀市の人口68,908人で割ったものです。

水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図水産卸売市場完成予想図

消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図消防防災館（仮称）完成予想図

お年寄りや障害

者、子ども達を支え

るために

学校教育や社会教

育、文化やスポーツ

振興のために

保健医療、環境保

全、清掃事業、廃棄

物対策の

ために

道路や橋、公園な

どの整備や維持管理

のために

人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展人道の港　パネル展

中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ中央児童クラブ

敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車敦賀の山車
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蜷教室は、市内在住・在勤の方を対象にしています。

蜷事前に健康診断を行い、高齢者や診療を受けている方

は医師の承諾を得てください。

蜷教室ごとに直接申込んでください。（会員を除く）

蜷申込みは、申込みに来られた方を優先に受付けます。

蜷代理の方の受付は場合によりお断りすることもあります。

蜷各教室とも定員になり次第締め切ります。

蜷万一事故があっても、主催者側では応急処置以外の経

費は負担いたしません。

蜷教室の写真等の掲載権は主催者に属します。

豸

貅 貊

貍 豸

豸

貍 豸

問合せ　スポーツ振興課（総合運動公園体育館内）
蕁 22ー8155 薨 23ー6809 Eメール sports@ton21.ne.jp

①入会時に前期の希望教室が予約可能。 ●●年年会会費費：1,500円（傷害保険料）
●●対対　　象象：18歳以上の市内在住・在勤の方
●●申申込込みみ：4月20日 9時～スポーツ振興課
（運動公園体育館内）窓口にて受付
※年会費の返金はできません。

■■とときき 5月24日～6月21日の毎週木曜日10：00～

11：30 (5回) ■内内容容 空手の動作を取り入れたエア

ロビクス運動　■対対象象 18歳以上の方 60人　■会会場場

総合運動公園体育館　■参参加加料料 500円（保険料）※体

育館入場料（市内一般200円）が別途必要。■申申込込みみ

4月26日 9時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 7月5日～8月2日の毎週木曜日10：00～

11：30 (5回) ■内内容容 ゆっくりとした運動や心身を

リラクゼーションさせる呼吸法を学ぶ　■対対象象 50歳以

上の方 40人　■会会場場 総合運動公園体育館　■参参加加料料

1,500円（保険料、施設使用料含む）■申申込込みみ 6月15

日 9時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 5月29日～6月26日の毎週火曜日10：00～

11：30 (5回) ■内内容容 水の特性を利用した基本的な

動きを学ぶ（初心者向き）■対対象象 18歳以上の方 30人

■会会場場 総合運動公園プール ■参参加加料料 500円（保険料）

※プール入場料（市内一般300円）が別途必要。■申申込込みみ

5月11日 9時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 6月2日～7月7日の毎週土曜日10：00～

11：30 (5回) ※6月16日は休み■内内容容 水の中での基

本的な動きから手足の動きを学ぶ　■対対象象 18歳以上の

方 30人　■会会場場 総合運動公園プール　■参参加加料料 500

円（保険料）※プール入場料（市内一般300円）が別途必

要。■申申込込みみ 5月12日 9時～スポーツ振興課窓口で

受付（先着順）

■■とときき 5月10日 10：00～11：30 ■内内容容 空手

の動作を取り入れたエアロビクス運動　■対対象象 18歳

以上の方 60人（最低催行人数10人）■会会場場 総合運

動公園体育館　■参参加加料料 100円（保険料）※体育館入

場料（市内一般200円）が別途必要。■申申込込みみ 4月26

日 9時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 6月28日 10：00～11：30 ■内内容容 ゆっ

くりとした運動や心身をリラクゼーションさせる呼吸法

を学ぶ　■対対象象 50歳以上の方 40人（最低催行人数

10人） ■会会場場 総合運動公園体育館　■参参加加料料 300

円（保険料、施設使用料含む）■申申込込みみ 6月15日 9

時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 5月22日 10：00～11：30 ■内内容容 水の

特性を利用した基本的な動きを学ぶ（初心者向き）■対対

象象 18歳以上の方 30人（最低催行人数10人）■会会場場

総合運動公園プール　■参参加加料料 100円（保険料）※プ

ール入場料（市内一般300円）が別途必要。■申申込込みみ

5月11日 9時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 5月9日～6月6日（予備日6月13日）の毎週

水曜日10：00～11：30 (5回) ■対対象象 18歳以上の

方 50人　■会会場場 総合運動公園芝生広場ほか　■参参加加

料料 500円（保険料）■申申込込みみ 4月25日 9時～スポ

ーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 5月15日～7月24日（予備日7月31日）の毎週

火曜日19：00～20：45 (10回)※7月17日は休み　■

対対象象 18歳以上でテニス経験5年以内の方 35人　■会会

場場 総合運動公園テニスコート ■参参加加料料 6,000円（保

険料、コート使用料含む）■申申込込みみ 住所・氏名・電話番

号・生年月日、テニス歴を記入の上、4月25日

■■申申込込先先 〒914ー0124 敦賀

市市野々２丁目14ー1ー7 西口早苗（敦賀市テニス協会）

■■とときき 5月11日～7月6日（予備日7月13、20日）

の毎週金曜日10：00～12：00 (8回) ※6月1日は休

み■対対象象 18歳以上の女性の方 ※最低催行人数15人

■コース　①初心者コース(テニス歴なしの方)…基礎か

らゲームができるまで　②初級者コース(テニス教室受

講2回以上またはテニス経験のある方)…基礎からゲーム

形式を中心としたカリキュラム　■会会場場 総合運動公園

テニスコート　■参参加加料料 5,000円（保険料、コート使

用料含む）■申申込込みみ 住所・氏名・電話番号・FAX番

号・生年月日・希望コースを記入の上、5月2日

FAX ■■申申込込先先 〒914ー0815

敦賀市平和町22ー2 川上友江（敦賀市女子テニス連盟）

【 22ー1923】

→毎回、申込みに来る必要なし！

（※施設使用料は各教室ごとに別途必要）

③後期のスポーツ教室を優先的にお知らせ。

②入会後は各教室の参加料は必要なし。

複数の教室に参加 
したい方のために、 

初めてで不安な方、 
１度体験したい方へ ■■とときき 6月29日～7月13日の毎週金曜日10：00～

11：30 (3回) ■内内容容 水の中でバランス運動　■対対

象象 18歳以上の方 30人　■会会場場 総合運動公園プール

■参参加加料料 500円（保険料）※プール入場料（市内一般

300円）が別途必要。■申申込込みみ 6月15日 9時～スポ

ーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 5月25日～6月8日の毎週金曜日10：00～

11：30 (3回) ■内内容容 筋力トレーニングと歩行を中

心とした有酸素運動　■対対象象 50歳以上の方 20人　■

会会場場 総合運動公園体育館ほか　■参参加加料料 1,000円

（保険料、施設使用料含む）■申申込込みみ 5月11日 9時

～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）

■■とときき 7月19日～8月2日の毎週木曜日14：00～

15：30 (3回) ■内内容容 のんびりマイペースな水中ウ

ォーキング　■対対象象 50歳以上の方 20人　■会会場場 総

合運動公園プール　■参参加加料料 300円（保険料）※プー

ル入場料（市内一般300円）が別途必要。■申申込込みみ 7

月5日 9時～スポーツ振興課窓口で受付（先着順）



11 2007 広報つるが 5月号 102007 広報つるが 5月号

 

 
 

  
 



13 2007 広報つるが 5月号 122007 広報つるが 5月号

� 

問合せ　生活防災課 蕁２２ー８１１５

キャッチセールスやマルチ商法、催眠商法など、現在、消
費者に関するトラブルは後を絶ちません。正しい知識と少し
の勇気で、そんな悪質商法をみんなで撃退しましょう。
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ど
の

連
鎖
販
売
取
引
　
　
20
日
間

・
内
職
商
法
な
ど
の
業
務
提
供

勧
誘
取
引
　
　
　
　
20
日
間

こ
の
制
度
を
活
用
す
る

と
、
す
で
に
支
払
っ
た
お
金

は
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。
ま

た
受
け
取
っ
て
い
る
商
品
は

着
払
い
で
返
品
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
三
千
円
未
満
の

契
約
で
、
全
額
現
金
で
支
払

っ
た
と
き
や
化
粧
品
な
ど
で

一
部
使
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

な
ど
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

契契
約約
解解
除除
通通
知知
書書

契
約
年
月
日
　
平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日

商
品
名
　
　
　
○
○
○
○

契
約
金
額
　
　
○
○
○
○
円

販
売
会
社
　
　
○
○
会
社
○
○
営
業
所
　

担
当
○
○
氏

右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。

な
お
、
す
み
や
か
に
支
払
い
済
み
の
○
○
○
円

を
返
金
し
、
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日

敦
賀
市
○
○
町
○
丁
目
○
番
地

氏
名
　
○
○
　
○
○

１　契約を解除する内容を書面で通知します。
２　配達記録郵便や簡易書留、内容証明郵便などで証拠を
残します。
３　はがきの場合は、コピーを残します。
４　クレジット契約をした場合は、信販会社にも通知します。

消消費費者者被被害害をを防防ごごうう

と　き　平成19年5月13日
ところ　手寄地区市街地再開発ビル　AOSSA

（福井市手寄１丁目４ー１）
○開会式　10時～10時15分
○講　演　10時15分～11時15分
内容　「悪質商法の被害例と救済策」
講師　弁護士　　紀藤　正樹さん問合せ　敦賀観光協会事務局 蕁22ー8167 敦賀観光案内所 蕁22ー8686




